様式第１号（第４条関係）
古紙等資源集団回収団体届出書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
　　袋井市長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実施団体名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　住所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　　　－　　　　　　
　　袋井市古紙等資源集団回収事業奨励金交付要綱第４条第１項の規定により、次のとおり届け出ます。
	団体の名称
	

	代表者氏名
	

	活動内容
	

	構成人員
	

	古紙等資源集団回収実施予定（年間計画）

	実施予定月日
	回収見込重量
	実施予定月日
	回収見込重量

	月　　日
	キログラム
	月　　日
	キログラム

	月　　日
	キログラム
	月　　日
	キログラム

	月　　日
	キログラム
	月　　日
	キログラム

	月　　日
	キログラム
	月　　日
	キログラム

	月　　日
	キログラム
	月　　日
	キログラム

	月　　日
	キログラム
	月　　日
	キログラム

	月　　日
	キログラム
	合　　計
	キログラム

	資
源
回
収
業者
	品　　目
	古　　紙
	古　 布
	革製品

	
	住　　　　所
	
	
	

	
	氏名又は名称
	
	
	

	
	電　　　　話
	
	
	


※　裏面（振込口座報告）もご記入ください。
【振 込 口 座 の 報 告】
どちらかにレ点を入れてください。
□昨年度と変更なし（以下は記入の必要はありません）
□変更あり（以下にご記入ください）
	フリガナ
	

	口座名義人
	

	振 込 先 金 融 機 関 名
	預金の種類
	口 座 番 号

	銀　　行
信用金庫　　　　　支店
農　　協
労働金庫
	普　通
当　座
	


※　団体届出書の提出の際には通帳（または通帳の写し）をご持参くださいますようお願いいたします。
※　表面裏面ともに、記入を間違えた場合は修正ペンを使わずに、間違えた箇所を二重線等で消てください。また、記入の際には、消えるボールペンや鉛筆は使用しないでください。
様式第１号（第４条関係）
	　　　　　　　　　　　　　古紙等資源集団回収団体届出書
	記載例


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
　　袋井市長　大場　規之　様
実施団体名　袋井市立○○学校ＰＴＡ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　住所　袋井市新屋１－１－１
氏名　環 境 守 郎
電話　４４－３１１５
　　古紙等資源集団回収事業奨励金交付要綱第４条第１項の規定により、次のとおり届け出ます。

	団体の名称
	袋井市立○○学校ＰＴＡ

	代表者氏名
	環 境 守 郎

	活動内容
	学区内の各家庭から出された古紙等を会員と生徒で回収し、
売却する。
各家庭から回収 → □□公民館に集積 → 業者に売却

	構成人員
	３５０人

	古紙等資源集団回収実施予定（年間計画）

	実施予定月日
	回収見込重量
	実施予定月日
	回収見込重量

	４月 １０日
	６．０００キログラム
	月　　日
	キログラム

	６月 ２６日
	５，０００キログラム
	月　　日
	キログラム

	９月 ２５日
	２，０００キログラム
	月　　日
	キログラム

	１１月 ６日
	３，０００キログラム
	月　　日
	キログラム

	月　　日
	キログラム
	月　　日
	キログラム

	月　　日
	キログラム
	月　　日
	キログラム

	月　　日
	キログラム
	合　　計
	16，０００キログラム

	資
源
回
収
業者
	品　　目
	古　　紙
	古　 布
	革製品

	
	住　　　　所
	袋井市広岡１２３４５－６
	袋井市新屋１－２－３
	同　　左

	
	氏名又は名称
	（有）○○商会
	（株）△△商店
	同　　左

	
	電　　　　話
	４４－１１１１
	４４－２２２２
	同　　左


  ※　裏面（振込口座報告）もご記入ください。

	記載例


【振 込 口 座 の 報 告】
どちらかにレ点を入れてください。
□昨年度と変更なし（以下は記入の必要はありません）
変更あり（以下にご記入ください）
	           
	フリガナ
	フクロイシリツ○○ガツコウＰＴＡ

	
	口座名義人
	袋井市立○○学校ＰＴＡ
（※　必ず通帳を確認してください。）

	
	振 込 先 金 融 機 関 名
	預金の種類
	口 座 番 号

	
	銀　　行
信用金庫　　△△　支店
××中央　農　　協
労働金庫
	普　通
当　座
	０１２３４５６


※　団体届出書の提出の際には通帳（または通帳の写し）をご持参くださいますようお願いいたします。
※　表面裏面ともに、記入を間違えた場合は修正ペンを使わずに、間違えた箇所を二重線等で消てください。また、記入の際には、消えるボールペンや鉛筆は使用しないでください。
